
動物病院ねこのて 痒み⼀般外来・専⽤問診票 

1. 本⽇の患者様（基本情報） 

動物種︓□⽝ □猫    品種︓       年齢︓    歳 （    ヶ⽉）  

性別︓ □♂ □♀ □去勢⼿術済♂ □不妊⼿術済♀  

2. 症状の経緯（いつから・どんな状態か） 

① いつ頃から症状が気になり始めましたか︖  

□⼦どもの頃から  □約（      ）年前から  □特定の季節から（        ）  

□その他（                                   ）  

② きっかけは何かありますか︖  

（例︓引越し、フード変更、草むらに⼊った、シャンプー後、ストレス等） 

 （                                      ） 

③ どのような症状がありますか︖  

□かゆがる（掻く・舐める・噛む） □⽑が抜けている □⾝体中にフケが出る □⾚み・湿疹がある □独特の臭いがする  

□その他（                                   ）  

3. 現在⾏っているケアおよびご使⽤中の製品 

現在⾏っているケア（複数選択可）︓  

□薬を飲ませている □シャンプーをしている □⾷事療法を⾏っている □サプリメントを与えている □特にしていない  

【使⽤中の製品⼀覧】 ※名前や製品名、使⽤頻度をご記⼊ください（お薬袋・現物がある場合は診察時にお⾒せください）  

区分 製品名・お薬の名前 使⽤回数（例: 1 ⽇ 1 回） 継続期間（例: 3 ヶ⽉） 

お薬    

サプリメント    

シャンプー    

フード（⾷事）    

4. 本⽇の受診に関するご家族のご希望（治療の⽅向性） 

本⽇の診察にあたり、ご家族としてどのような進め⽅を⼀番希望されるか、いずれか 1 つにチェックをお願いいたします。  

□【初期消⽕】まず今ある⾟い痒みを、お薬や注射で今すぐ⽌めて楽にしてあげたい。  
※今起きている症状を緩和するための対症療法（⽕消し）を⾏います。 本来は投薬前に検査が必要です。 

□【根本管理】⻑期のお薬に不安があるため、体質や⽣活習慣から⾒直して薬を減らしたい。  

※⽪膚科認定医による完全予約制の「⽪膚科特別診察（60 分枠・事前問診あり）」のご案内となります。  


